





御する研究が盛んに行われ，高いサービス品質（QoS: Quality of Service）を維持できる伝
送システムが実現されてきている．しかし、サービスの最終的な受け手ではユーザ（人間）








①超臨場感 → 癒し効果、立体、 Multi-View（多視点）
②ユーザの噌好→提示画面のレイアウト、利用スタイル、視聴履歴
本プロジェクトでは，ユーザ、が感じる品質を以下のように定義する．
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4. プロジェクト成果の応用・効果・構想
本プロジェクトの成果を基に，平成22年 1月に「擬似的3D知覚画像処理アルゴ、リズム」
の特許を申請予定です．また，平成24年4月には，「QoE向上のための映像コンテンツの立
体化提示ができる家庭用配信サーバの開発と販売」の事業を計画しております．
5. 利用施設
特になし．
